
リウマチ患者の現状 
－「リウマチ白書」より－ 

参考資料 ３ 



社団法人 日本リウマチ友の会の概要 



『２０１０年リウマチ白書』 



性別 



リウマチと診断された年齢 



リウマチ治療の４本柱 



主治医 

主治医はリウマチ専門医 



薬 

薬の処方と薬の種類数 

  （リウマチ薬以外もすべて） 



リウマチ治療のために 

処方されている薬の種類 



メトトレキサート 



生物学的製剤 



手術 

経験 

回数 

手術の経験者は2005年調査（54.4％）より12.4％減少している。 



手術の種類 



現在のリハビリ状況 



リハビリに望むこと 



１年前と比較した現在の症状 



身体障害者手帳（以下身障手帳） 



ＡＤＬ－日常生活動作 



自助具の使用 



使っている自助具 



日常生活への影響 



リウマチ治療での 

医療費助成制度の利用 



医療費の自己負担（１か月平均） 



不安に思うこと 



つらいこと 



医療への要望 
原因解明と治療法の確立を 



福祉への要望 



社会への要望 



大会決議実現に向けて 

要望書提出 

「生物学的製剤を使用している 

リウマチ患者を長期高額疾病患者と認定し、 

高額医療費助成の対象としてください」 



医療に対する患者の期待 

治らない病気 

↓ 

寛 解 

↓ 

治 癒 

『2010年リウマチ白書』 
リウマチ患者像 


